
2023年9⽉8⽇
北海道ガス株式会社

北海道ガスの地域連携・再エネ開発の取り組み



会社名 北海道ガス株式会社
本社所在地 札幌市東区北7条東2丁⽬1番1号

代表取締役社⻑ 川村 智郷

設⽴ 1911年7⽉12⽇

資本⾦ 7,515,830千円

従業員数 894名

主な事業内容 ガス, 電気供給事業

供給区域
ガス︓札幌市、⼩樽市、函館市、

千歳市、⽯狩市、北広島市、
恵庭市、北⽃市、北⾒市

電⼒︓北海道全域（離島のぞく） 

お客さま件数 ガス : 600,882 件
電気 : 234,083 件

ガス販売量 6.27億m3北海道ガス
（約80％）

他の事業者
（約20％）

（2022年度末実績）

旭川ガス

北海道ガス供給エリア

釧路ガス

室蘭ガス

帯広ガス

美唄ガス
滝川ガス

長万部 苫小牧ガス

小樽

北見

千歳

函館

札幌
岩見沢ガス

会社概要

北ガスグループ本社ビル

1



2

LNG

国産ガス

⽯狩LNG基地

勇払油ガス⽥ (⽯油資源開発)

パイプライン
(北海道ガス) 

パイプライン
(⽯油資源開発) 

札幌

千歳

これまでは勇払油ガス⽥が北海道内の最⼤のガス供給源でしたが、2012年11⽉30⽇に⽯狩LNG基地が操業を開始し
ました。これにより、現在は⽯狩LNG基地と勇払ガス⽥の2ソースにより、北海道の天然ガス供給を⾏っています。

北海道の天然ガスインフラ



総合エネルギーサービス事業の
進化による分散型社会の形成
・天然ガス普及の最⼤化と機能的で効果的な省エネ
の訴求
・「ガスマイホーム発電＋エネルギーマネジメントシステ
ム（EMS）」の標準化
・都⼼部再開発における分散型EMSの導⼊促進
・デジタル活⽤によるお客さまサービスの強化

・省エネの定量化と価値化
・カーボンニュートラルエネルギーの提供
・低・脱炭素に資する次世代技術への挑戦
・再エネ電源開発と地域の低・脱炭素化

カーボンニュートラルへの挑戦

2050年を⾒据えた2030年までの取り組み

省エネと災害に強い街づくりを⽀える
新さっぽろエネルギ―センター

住まいのエネルギーを最適制御する
EMINEL（エミネル）

2050年以降のカーボンニュートラル時代を展望しつつ、
2030年を中間点として位置づけ、機能的で効果的な省エネを追求し、
総合エネルギーサービス事業を全道へ展開

省エネ・省CO2を実現する
ガスマイホーム発電 コレモ

3



地域と連携した取り組みで実現したいこと
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地域の⽅々が主役となった、地産エネルギーによる分散型エネルギー社会
地域特性を活かし、まちづくりを通して地域とともに持続的に成⻑し続けていく



エネルギー地産地消の推進（⾃治体との連携）
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⼣張市（2017/5）

豊富町（2018/12） 上⼠幌町（2017/9）

南富良野町（2021/6）

函館市（2020/8）厚沢部町（2022/6）

道内各地域と連携し、地域に賦存するエネルギーの地産地消を進める
ことで、低炭素化・エネルギーセキュリティ強化に加え、資源循環による
経済振興・地域活性化を促進します。

苫前町（2023/6）



■ ⾯積  696k㎡（東⻄18.2km、南北48.0km）
■ ⼈⼝  4,814⼈※2023年５⽉末時点
■ 産業 農林業（特に酪農）、観光が基幹産業
■ ⾒どころ

北海道バルーンフェスティバル（8⽉、2⽉開催）
 ナイタイ⾼原牧場（公共牧場としては⽇本⼀の⾯積）
 ぬかびら源泉郷、糠平湖
 旧国鉄⼠幌線コンクリートアーチ橋など

上⼠幌町の概要
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乳⽜頭数の増加 家畜糞尿の増加

堆肥化処理量の限界 堆肥化処理による臭気問題
※地域住⺠、観光等への影響※各農家では規模拡⼤が困難

上⼠幌町における糞尿処理の取り組み

上⼠幌町

町内酪農家

JA上⼠幌町

三者が⼀体で取り組みを推進
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地域での雇⽤創出糞尿処理による臭気改善 売電収⼊による
⻑期安定的な事業

バイオガス発電に期待される効果

原料槽

発酵槽

発酵槽

発電機

発電機

バイオガスプラントレイアウト例
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畜産バイオガス発電

⽜舎環境を⾒える化し、
搾乳量増加や
光熱費低減を
⽬指すシステムを
共同で開発検討中

畜産版エネルギーマネジメントシステム

地域新電⼒会社

北ガスとして、
需給バランシング調整や
契約獲得⼿法など、
電⼒事業運営を⽀援

電⼒

酪農家が排せつ物を提供
（廃棄物→原料へ付加価値）

（株）karchがまちへ、
地元で作られた電気として電⼒供給

酪農業が盛んな上⼠幌町では、畜産バイオマスを有効活⽤した地域資源・
エネルギー地産地消の取り組みを進めています。

⽜の排せつ物
をもとに発電

（株）karch
が北ガスを通し
て電気を調達
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上⼠幌町と北海道ガスの連携した取り組み



上⼠幌町脱炭素先⾏地域の取り組み

10環境省 第1回脱炭素先行地域概要 https://www.env.go.jp/content/000039032.pdfより引用

https://www.env.go.jp/content/000039032.pdf
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南富良野町の概要

■ ⾯積  665k㎡
■ ⼈⼝  2,319⼈※2023年5⽉末時点
■ 産業 農業（⾺鈴薯、⼈参）

林業（町の90％が森林）
             観光（かなやま湖周辺のアウトドア）
■ ⾒どころ

かなやま湖湖⽔祭り（7⽉）
 かなやま湖周辺のアウトドア
 ラフティング、カヌー、サイクリング、
ワカサギ釣り等



道の駅を中⼼とした地域の公共施設等の災害強靭性向上に関する取り組み

2022年４⽉に開業した 「道の駅みなみふらの」の新たな複合施設

〇エネルギー利⽤コンセプト
・省エネに配慮
・雪害、⾵⽔害、地震等による災害時の２週間程度のインフラ途絶を想定、最低限の電⼒や暖房を確保する。

道の駅
新複合施設

（災害時避難所）

停電⾃⽴型
ガスヒートポンプエアコンＬＰガス

平時・停電時︓冷暖房

⾮常時︓電⼒

極寒期においても２週間程度の稼働を可能とし
災害強靭化、防災拠点化した

災害強靭性の向上
(レジリエンス強化)

ＬＰＧ⾮常⽤
発電機

レジリエンス強化（南富良野町）に関する取り組み
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期 待 効 果

森林及び関連する産業の維持発展に関すること

北海道ガスが南富良野町内の森林を保有

経営継承、健全な森林経営が課題の
⺠有林等を取得

南富良野町
信頼を持った森林経営継承

健全な森林経営の維持

雇⽤維持

⽔資源の確保

⾃然災害の防⽌

⽣物多様性の保全

地域観光資源の維持

保有した森林
かなやま湖隣接林（約142ha）

北海道ガス

森林のＣО２吸収価値の活⽤
(カーボンニュートラルへの活⽤)

企業価値の向上

森林が持つ役割の維持に貢献

地域資源を活⽤した持続的な
地域社会の発展に貢献

ＣＳＲ活動を通じた北海道の
⾃然環境保全へ貢献

森林（南富良野町）に関する取り組み
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森林（南富良野町）に関する取り組み
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地域と連携して⻑期にわたり森林を適切に管理し、⾃然環境保全に貢献。
森林のCO2吸収量をJクレジット化し、カーボンニュートラルに向けた弊社事業の
取り組みに活⽤していきます。

取得した南富良野町内の森林
（⼿前は「かなやま湖」）

健全に育成された森林から得られる
CO2吸収量を、J-クレジットとして価値化

2022年度実績︓359トン/CO2 



カーボンオフセットカプセルトイについて
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設置場所 道の駅 南ふらの
販売開始 2023年6⽉5⽇（⽉）より

価格 税込500円（グッズ分280円、カーボンオフセット分220円・20kg-CO2）
種類数 10種程度

対象年齢 全世代 CO2排出量を知る

購⼊する

オフセットする

道内主要都市と南富良野町
を⾃動⾞で移動した場合の
CO2排出量をパネルで紹介

南富良野町を訪れた観光客の
⽅などがカプセルトイを購⼊

1つのカプセル購⼊につき
CO2排出量20kg分をオフセット



カーボンオフセット カプセルトイ 販売の⽬的
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(1)環境保全を考えるきっかけ作り
誰もが気軽にカーボンオフセットに参加できる
仕組みを作ることで、環境保全の取り組みの
理解促進につなげる

(2)地域活性化の貢献
南富良野町で創出したCO2吸収による
環境価値（CO2クレジット）を、
環境保全に向けた取り組みに活⽤いただく
※南富良野町有林オフセット・クレジット（J-VER）制度を活⽤

購⼊者

南富良野町

クレジット代⾦カプセルトイ購⼊

CO2オフセット証明

南富良野町
イメージキャラクター

南ちゃん

北ガス
マスコットキャラクター
てん太くん

CO2クレジット創出

CO2オフセット価値

CO2オフセット

南富良野町
振興公社

(道の駅指定管理者)（道の駅来訪者）
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苫前町の概要



地域の持つ⾵⼒発電所の電⼒を地域の皆様とともに供給し、脱炭素の促進とレジリエンス強化を進める

電⼒販売

地域事業者

苫前町での取り組み①
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苫前町での取り組み②
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・FIP制度を活⽤し、北海道で特に賦存量の⼤きい⾵⼒発電を建設
・⾵⼒発電の出⼒変動の調整⼒としてガスエンジンを活⽤、
「安定性」「環境性」「経済性」のバランスがとれた再エネ導⼊モデルを構築

建設計画地

北ガス⽯狩⾵⼒発電所

■ 建設地︓⽯狩市（⾃社所有地）

■ 発電規模  ︓2,350kW ×１基
■ 想定発電量︓600万kWh/年
■ 2023年4⽉ 着⼯

2024年9⽉ 営業運転開始予定

・カーボンニュートラル実現に向けた
ノウハウの蓄積

・周辺技術（蓄電技術や⽔素活⽤）
との融合も視野に⼊れ、取り組みを加速

⽯狩LNG基地

※完成イメージ図

⾃社再⽣可能エネルギー電源の取得


